科目４　介護・福祉サービスの理解と医療との連携　　　氏名　　　　　　　　　
演習問題
■次の文章の（　）に入る適切な語句を答えなさい。
①介護保険の保険者とは、保険料の徴収や保険給付を行う保険事業の運営主体であり、全国の（　　　）と（　　　　）がそれにあたる。数保険者が少ない地域では、広域で複数の市町村が保険者となる
（　　　　　）を設置している。
②被保険者とは、介護保険制度の対象者で保険料を負担する人のことである。被保険者は、（　　　　）と（　　　　　　　）で構成されている。
➂要介護認定審査では、まず訪問間査が行われる。調査員は、市区町村職員または委託された指定居宅介護支援事業者の（　　　　　）などが担う。要介護認定には、「自立（非該当）」と（　　　）1~2、（　　　　）1～5に区分される。
④ケアマネジメントのおもな過程は、アセスメント→（　　　　　）原案作成→（　　　　　　　　）→利用者や家族への説明と同意→モニタリングの順である。
⑤介護保険の財源は、国・都道府県・市町村による公費（　　）％と被保険者による保険料（　　）%からなる。公費の負担割合は、国（　　　）％都道府県（　　　　） %、市町村（　　　　 ）％である。
⑥利用できる介護保険のサービスとしては、要支援1～2の利用者は（　　　）給付、要介護1～5は（　　　　　） 給付となる。
⑦介護保険施設には、特別養護老人ホームが指定された（　　　　　　　　）、医療と福祉の中間に位置する（　　　　　　　　）、２０１８年（平成３０年）から新設された（　　　　　　）がある。
⑧介護サービス費用の1割（一部2割）は利用者負担となるが、その合計額が著しく高額で一定金額を超えた場合は、超えた額が申請により払い戻される。これを（　　　　　　　　　　）という。
